
モミガラ(溶解)液の特徴

� 生モミガラがあれば誰でも簡単に作れる

� 葉面散布で、病原菌の予防対策になる

� 製造中も保管中(1年以上の常温保存可能)も無味、無臭である

左の写真のように、ナルナル菌を入れた桶

に生モミガラを詰めた土のう袋を入れて水

で満たすだけです。

ナルナル菌によってモミガラが溶け出し、

透明な水が徐々に黒くなって行きます。

黒くなったら完成で、葉面散布に使います。

噴霧器を使う場合は、ノズルの目詰りを防

ぐため、液を濾して夾雑物をとって下さい。

一週間から 2 週間位で使えるようになり

ます。撹拌する必要なし。

生モミガラは 10日から 20 日位で新しい

モミガラと交換して下さい。

材 料 と 作 り 方

桶 １ケ (タライや漬物桶など)

ナルナル菌 桶の容積の１パーセントのナルナル菌(元菌)を使う。(ナルナルボカシでは効果

が不明です。) 桶が 100リットルならナルナル菌は 1リットル用意する。そ

れを靴下やストッキングなどの厚めの布(綿でもナイロンでも良い)に入れて桶

の底に沈める。微生物の分解によってボロくなるのが早いのでたまに袋の様子

をチェックして下さい。ナルナル菌は徐々に分解によって減少して行きますの

で半分以下になったら補充して下さい。。

生モミガラ 桶の容積の 7～８割位を用意。桶が 100リットルのものだったら、生のもみ殻

を 70リットル～80リットルを用意して、土のう袋に入れる。生のモミガラは

10日～20日位で新しい生モミガラと交換して下さい。溶解時間は気温によっ

てバラつきがあります。桶を何個か作って比べてみましょう。

水 桶にモミガラとナルナル菌を入れた後に、モミガラがヒタヒタに水没する位ま

で水を入れる。(水道水ならカルキ(塩素)抜き(一晩放置したもの)したもの。井

戸水、雨水ならそのまま使える)

使用方法と注意事項
� ボウフラ等が発生する事がありますのでフタなどで防虫して下さい。

� 原液でも希釈液でも使えます。倍率は試してお使い下さい。(推奨、10倍～100倍)
� 肌に液が付着しても無害ですが、人体への飲用を想定していません。

◎ ◎ ◎ 製造も使用も自己責任でお願い致します。◎ ◎ ◎
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